
米の予想収穫量と今後の需給見通しについて記者懇談会で広く発信

静岡県拠点

○ 施策分類
広報

○ きっかけ・背景、課題の把握
 価格高騰が続き米への関心が高まるなか、記者懇談会を開催し、
報道機関を通じて広く情報を発信。報道機関における農業情勢へ
の理解促進、良好な関係の構築を図った。

○ 取組の内容
 記者懇談会では、静岡県拠点から「令和７年産水稲の作付面積
及び10月25日現在の予想収穫量」及び「米の需給見通し」につい
て説明。さらに、拠点発刊の広報誌や県内の新規就農者の取組事
例についても情報提供し、農政に関する意見交換を行った。
 記者懇談会には令和７年度関東農政局支局業務研修の一環とし
て本局の若手職員も参加し、地方参事官室の広報業務を体験した。

○ 効果・成果、今後の方向性
 記者懇談会には、テレビ局２社と新聞社３社が参加した。当日
のテレビニュースでの報道や新聞記事への掲載により、迅速で広
範囲に情報発信された。
 今後も農業に関心を持つ地元マスコミと機会あるごとに接点を
持ち、情報提供や意見交換を行い農政情報を広く発信していく。

体制図

関東農政局

▲ 記者と懇談を行う地方参事官及び担当者

令和7年度

   価格高騰が続く米について、予想収穫量や今後の需給見通しに関する情報発信を行い、併せ
て報道機関における農業情勢への理解を深めてもらうため記者懇談会を開催。

【その他】

▲ 令和８/９年の主食用米等の需給見通し等を説明
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